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７
月
３
日
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２１
世
紀
日
本
に
お
け
る
学
術
の
展

望
」（
主
催
∥
社
会
科
学
研
究
所
、
今

村
法
律
研
究
室
、
法
学
研
究
所
）
が

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

研
究
者
ら
約
５０
人
が
出
席
。
研
究
成

果
の
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
∥
写
真
。

今
年
４
月
、
内
閣
府
所
属
の
特
別

機
関
で
あ
る
日
本
学
術
会
議
が
発
表

し
た
「
日
本
の
展
望
―
学
術
か
ら
の

提
言
２
０
１
０
―
」
（
以
下
、
『
提

言
』
）
に
基
づ
い
て
報
告
す
る
初
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
法
学
研
究
所
の
白

藤
博
行
所
長
が
司
会
を
務
め
、
今
村

法
律
研
究
室
の
家
永
登
室
長
が
開
会

あ
い
さ
つ
。

続
い
て
『
提
言
』
に
携
わ
っ
た
５

氏
が
担
当
分
野
の
内
容
を
報
告
し

た
。
同
会
議
の
日
本
の
展
望
委
員
会

で
副
委
員
長
を
務
め
る
本
学
の
広
渡

清
吾
法
学
部
教
授
が
概
要
を
説
明

し
、
「
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

目
指
し
、
学
術
が
果
た
す
役
割
と
実

現
へ
向
け
て
の
提
案
を
ま
と
め
た
。

い
ち
早
く
報
告
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
専
修
大
の
３
研
究
室
の
協

力
に
感
謝
し
、
今
後
も
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

報
告
を
受
け
、
福
島
利
夫
経
済
学

部
教
授
、
坂
本
武
憲
法
学
部
長
が
自

ら
の
研
究
分
野
の
視
点
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
述
べ
た
。

広
渡
教
授
ら
５
氏
が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
会
場
と
の
質
疑
が
行
わ

れ
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

最
後
に
社
会
科
学
研
究
所
の
町
田
俊

彦
所
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
、
閉
会
し

た
。

５２
回
目
の
「
育
友
会
支
部
懇
談

会
」
が
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

全
国
６７
支
部
（
６４
会
場
）
で
開
催

さ
れ
る
。
（
詳
細
は
『
支
部
懇
談

会
ガ
イ
ド
２
０
１
０
』
に
掲
載
）。

菅
沼
堅
吾
会
長
が
宮
城
、（
東
京

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
合
同
）、神
奈
川（
東
・
西

合
同
）
、
静
岡
（
東
部
）
の
４
会
場

に
、
日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
が

埼
玉
会
場
に
出
席
す
る
ほ
か
、
教

職
員
が
各
会
場
で
学
生
生
活
、
就

職
な
ど
に
つ
い
て
個
人
・
グ
ル
ー

プ
面
談
を
行
い
、
ご
父
母
の
大
学

生
活
へ
の
理
解
の
促
進
と
不
安
の

解
消
に
努
め
る
。
所
属
支
部
以
外

の
地
域
で
の
出
席
も
可
能
。


育
友
会
事
務
局
☎
０３
（
３
２

６
５
）
６
２
９
９

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

の
シ
ー
ト
ン
・
チ
ッ
ニ
ョ
ー

テ
ィ
ン
駐
日
大
使
を
迎
え
、

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ

ン
タ
ー
（
代
表
・
原
田
博
夫

経
済
学
部
教
授
）
の
研
究
会

が
７
月
２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
研
究
員
は
じ
め
経
済

学
部
国
際
経
済
学
科
の

学
生
あ
わ
せ
て
４０
人
が

参
加
し
た
。

ラ
オ
ス
国
立
大
学
と

国
際
交
流
協
定
を
結
ん

で
い
る
専
修
大
学
は
、

ラ
オ
ス
と
親
密
な
交
流

が
あ
る
。
シ
ー
ト
ン
大

使
は
「
専
修
大
学
で
講

演
で
き
る
の
は
た

い
へ
ん
な
名
誉
」

と
前
置
き
、
持
続
的
な
開
発

に
よ
っ
て
発
展
を
め
ざ
す
ラ

オ
ス
の
経
済
改
革
に
つ
い
て

講
演
。「
持
続
的
な
開
発
と
は

人
に
よ
る
人
の
た
め
の
開
発

で
あ
る
」と
し
、国
民
の
教
育

の
質
を
高
め
る
こ
と
や
地
域

開
発
の
必
要
性
を
説
い
た
。

講
演
の
後
、
学
生
た
ち
が

作
っ
た
ラ
オ
ス
の
仏
塔
タ
ッ

ト
ル
ア
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」
の
模

型
を
同
大
使
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。
進
行
は
飯
沼
健
子
経

済
学
部
准
教
授
、
通
訳
は
チ

ッ
パ
ソ
ン
・
ル
ア
ン
ヴ
ィ
ラ

イ
氏
が
担
当
し
た
。

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン

タ
ー
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
持
続
的
発
展
に
向
け
て
の

社
会
関
係
資
本
の
多
様
な
構

築

東
ア
ジ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
市

民
文
化
の
観
点
か
ら
」
を
展

開
し
て
い
る
。
８
月
下
旬
か

ら
約
１
カ
月
の
間
に
、
ラ
オ

ス
と
ベ
ト
ナ
ム
で
現
地
調
査

を
行
う
。

昨
年
１１
月
に
人
間
科
学

部
開
設
・
文
学
部
改
組
記

念
と
し
て
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
生
き

づ
ら
さ
の
ゆ
く

え
」
（
本
誌
第

４
７
１
号

既

報
）
を
聴
講
し
た
学
生

と
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人

で
あ
っ
た
嶋
根
克
己
人
間

科
学
部
教
授
を
進
行
役
と

す
る
座
談
会
が
６
月
２５

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
∥
写
真
。
こ
の

様
子
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
と
あ
わ
せ
、
１１
月
発

行
予
定
の
書
籍
（
新
書

『S
I

L
i
b
r
e
t
t
o

』
シ

リ
ー
ズ
・
専
修
大
学
出
版

局
）
に
掲
載
さ
れ
る
。

参
加
し
た
の
は
、
矢
崎

慶
太
郎
さ
ん
（
文
学
研
究

科
博
士
課
程
２
）
、
福
田

洋
佑
さ
ん
（
文
４
）
、
沼

沢
善
将
さ
ん
（
文
３
）
、

三
砂
昭
太
さ
ん
（
経
済

４
）
、
深
町
真
美
さ
ん

（
同
）
の
５
人
。
進
行
役

の
嶋
根
教
授
は
「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
精
神
科
医
の

香
山
リ
カ
氏
、
社
会
学
者

の
上
野
千
鶴
子
氏
と
い
っ

た
当
代
一
流
の
論
客
に
よ

る
講
演
に
加
え
て
、
本
学

教
員
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
し
か
し
質
疑
の
時

間
が
十
分
で
は
な
く
、
肝

心
の
若
者
の
視
点
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
書
籍
に
反
映

す
る
た
め
に
座
談
会
を
計

画
し
た
」
と
語
る
。

座
談
会
で
は
香
山
、
上

野
両
氏
の
議
論
を
発
展
的

に
検
討
し
な
が
ら
、「
私
た

ち
の
社
会
が
選
ん
だ
『
自

由
』
の
代
償
の
ひ
と
つ
が

『
生
き
づ
ら
さ
』
な
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
手
段
を
私
た
ち
が

考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
い
う
よ
う
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
書

籍
を
期
待
さ
れ
た
い
。

大
学
は
、
問
題
解
決
能
力
を

も
っ
た
自
律
的
な
人
材
を
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
学

力
の
多
様
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
る
情
報
化
な

ど
、
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

本
書
は
、
社
会
が
求
め
る
人

材
像
の
変
化
に
大
学
が
対
応
し

て
い
く
た
め
、
新
し
い
教
育
モ

デ
ル
の
方
向
性
を
示
し
、
そ
の

実
現
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
学

習
空
間
の
再
設
計
を
提
案
し
て

い
る
。
海
外
の
大
学
や
国
内
の

先
進
的
な
実
例
か
ら
「
ラ
ー
ニ

ン
グ
ス
タ
ジ
オ
」
「
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
モ
ン
ズ
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
の
効
果

を
検
証
し
、
今
後
の
大
学
像
を

描
い
て
い
る
。
個
々
の
大
学

で
、
ど
の
よ
う
な
学
習
環
境
が

必
要
な
の
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
学

の
個
性
化
に
つ
な
が
る
と
結
ん

で
い
る
。
（
ボ
イ
ッ
ク
ス
・
本

体
１
８
６
６
円
＋
税
）

共
著
者
（
も
ち
づ
き
・
と
し

お
）
∥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
講
師
。
「
能
動
的
な
学
び
を

促
進
す
る
ス
タ
ジ
オ
型
教
室
」

を
執
筆
。
主
な
担
当
は
情
報
科

教
育
論
な
ど
。

〈
社
会
体
育
研
究
所
第
２
回
研

究
会
〉

南
ア
フ
リ
カ
社
会
と
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
か
ら
み

え
る
も
の

▽
日
時
∥
７
月
２３
日
（
金
）

１６
時
３０
分
～
１８
時
▽
講
師
∥
飯

田
義
明
経
済
学
部
教
授
▽
場
所

∥
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス


∥
社
会
体
育
研
究
所
〔e‐

ｍ
a
i
l
:
s
p
o
r
t
s
@
i
s
c
.

s
e
n
s
h
u‐
u
.
a
c
.
j
p

〕

古
代
日
本
列
島
に
多
大
な
影

響
を
与
え
、
現
在
も
息
づ
く
朝

鮮
文
化
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
謎

多
き
白
山
信
仰
、
芸
能
の
源
で

あ
る
巫
女
（
ム
ダ
ン
）
、
最
大

の
渡
来
の
民
・
秦
氏
を
追
っ
て

２
０
０
９
年
、
著
者
ら
は
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
を
も
と
に
朝
鮮

文
化
に
肌
で
触
れ
た
視
点
か
ら

新
た
に
追
究
し
た
成
果
。

秦
氏
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書

店
の
編
集
者
と
し
て
、
単
行
本

や
新
書
を
数
多
く
手
が
け
、『
へ

る
め
す
』
の
編
集
長
な
ど
を
歴

任
し
た
川
上
隆
志
文
学
部
教

授
。
巫
女
に
つ
い
て
は
日
本
と

韓
国
の
芸
能
、
祭
事
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
数
多
く
撮

影
し
、
両
国
の
文
化
に
造
詣
が

深
い
、
前
田
憲
二
氏
。
白
山
信

仰
に
つ
い
て
は
、
『
新
潮
』
前

編
集
長
の
前
田
速
夫
氏
が
担

当
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
つ
づ

ら
れ
た
個
性
豊
か
な
本
書
は
、

「
日
韓
併
合
１
０
０
年
」
の
今

年
、
一
石
を
投
ず
る
で
あ
ろ

う
。
（
現
代
書
館
・
本
体
２
２

０
０
円
＋
税
）

共
著
者
（
か
わ
か
み
・
た
か

し
）
∥
文
学
部
教
授
。
主
な
担

当
は
日
本
文
化
研
究
な
ど
。

社社
会会
関関
係係
資資
本本
研研
究究
セセ
ンン
タタ
ーー
研研
究究
会会

研
究
成
果
の
報
告
を

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

人
間
科
学
部
シ
ン
ポ
「
生
き

づ
ら
さ
の
ゆ
く
え
」で
議
論

ラ オ ス 駐 日 大 使 が
経済改革について講演

渡
来
の
原
郷

▲ 講演するシートン大使。左

は通訳のチッパソンさん

白
山
・
巫
女
・
秦
氏
の

謎
を
追
っ
て

「２１世紀日本における学術の展望」
『提言』に基づく初のシンポジウム開く

内容は１１月発行予定の
『ＳＩ Ｌｉｂｒｅｔｔｏ』に掲載

川
上

隆
志
ほ
か
著

社
会
科
学
研
究
所
、今
村
法
律

研
究
室
、法
学
研
究
所
が
主
催

▲ シートン大使にプレゼ

ントする木村拓也さん

（経済３）

学
び
の
空
間
が

大
学
を
変
え
る

山
内

祐
平
編
著

望
月

俊
男
ほ
か
著

育友１２２号刊行

（２）２０１０年（平成２２年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７８号


